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自
家
成
立
の 

　
根
源
は
和
に
あ
り 

秩
序
の
根
源
は 

　
　
神
祖
崇
敬
よ
り 
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祝
祭
日
に
は
必
ず
国
旗
を
掲
揚
し
ま
し
ょ
う
　
　
　
　
寶
生
教
　
国
旗
掲
揚
運
動 

宗教 
法人 寶 生 教 大 阪 本 部  

 

立教記念大祭（１０７周年） 
好天に恵まれ、厳粛、盛大に挙行（７月２８日） 
宵宮・納涼会も賑々しく（記事は４ページ） 

爽
や
か
に
、
雅
や
か
に 

奉
納
神
楽
「
あ
さ
み
ど
り
」 

大祭ご教話、本部長様  

吹奏楽に販売にも、西高の 
生徒さん達が参加下さいました。 

受付開始前より長蛇の列、 
飲食ブースもいっぱい。 

南側駐車場にも席が設けられ、 
子供用遊具「フワフワ」も出現。 

↓「フワフワ」の中では、子供達大喜び。 

美
し
き
日
本
を
守
る 

ご教話  
台
風
も
早
々
に
退
去
、
地
元
西
高
の
生
徒
さ
ん
も
加
わ
り 

　
境
内
熱
気
に
溢
れ
、
賑
々
し
く
。 

　
　
―
立
教
記
念
大
祭
　
宵
宮
・
納
涼
会
― 

 

か
な
権
利
の
こ
と
で
は
な
く
て

そ
れ
ら
の
大
前
提
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
、
自
国
の
主
権
維

持
の
た
め
に
戦
う
権
利
、
な
の

で
す
。 

　
戦
争
の
放
棄
、
又
、
武
力
を

一
切
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

も
し
外
国
が
攻
め
て
き
て
、
自

分
た
ち
の
身
を
守
る
為
に
、
自

分
た
ち
の
家
族
を
守
る
為
に
、

自
分
た
ち
の
領
土
を
守
る
為
に
、

戦
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
単

な
る
犯
罪
行
為
と
し
て
し
か
見

ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
今
の

日
本
の
九
条
二
項
の
内
容
な
の

で
す
。 

　
そ
の
九
条
二
項
の
内
容
の
、

と
ん
で
も
な
さ
を
、
人
々
の
目

か
ら
隠
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
が
、
今
の
日

本
の
現
実
で
す
。 

　
そ
の
恐
ろ
し
さ
は
、
誰
の
目

に
も
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で
す
。

九
条
二
項
削
除
こ
そ
、
超
党
派

で
取
り
組
む
べ
き
課
題
だ
と
言

え
ま
し
ょ
う
。」 

と
述
べ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
正

に
そ
の
通
り
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
小
野
田
寛
郎
氏
も
仰
っ
た
よ

う
に
、
国
を
守
る
、
と
い
う
気

概
を
、
当
時
の
人
々
は
持
っ
て

い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。 

　
御
教
祖
は
、
大
神
様
か
ら
、

「
明
治
の
御
世
の
日
本
人
の
気

概
を
保
ち
続
け
よ
」
と
の
御
神

勅
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
様
に
考
え
ま
す
と
、
今

の
日
本
人
が
ど
れ
程
の
気
概
を

持
っ
て
国
家
に
つ
い
て
考
え
て

い
る
の
か
と
い
う
と
、
甚
だ
疑

問
が
浮
か
ん
で
し
ま
う
の
は
、

皆
様
も
同
様
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。 

　
こ
れ
か
ら
の
未
来
を
生
き
る

若
人
に
と
っ
て
、
又
子
供
達
を

育
て
て
い
く
上
で
、
ど
こ
に
正

義
の
柱
を
保
っ
て
お
く
の
か
。 

　
こ
れ
が
非
常
に
大
切
な
事
で

あ
り
ま
す
し
、
そ
の
正
義
こ
そ
、

や
は
り
信
仰
で
し
か
学
び
得
な

い
事
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。 

　
立
教
記
念
大
祭
の
前
日
、
宵

宮
祭
並
び
に
恒
例
の
納
涼
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
近
畿
地
方
に
上
陸
の
台
風
に

よ
り
、
時
折
雨
の
降
る
中
を
、

早
朝
よ
り
役
員
、
有
志
の
皆
様

が
、
着
々
と
ご
準
備
下
さ
り
、

宵
宮
祭
斎
行
が
近
づ
く
に
つ
れ

お
蔭
様
で
雨
も
止
み
、
夏
の
陽

射
し
も
。 

　
夕
方
四
時
、
先
ず
は
宵
宮
祭

を
厳
粛
に
、
滞
り
無
く
斎
行
。 

　
引
き
続
き
納
涼
会
が
開
始
し
、

役
員
、
婦
人
会
、
有
志
の
皆
様

の
ご
奉
仕
に
よ
る
、
美
味
し
い

食
べ
物
、
飲
み
物
に
、
青
年
部

の
ゲ
ー
ム
と
、
修
行
殿
内
外
は

大
盛
況
。 

　
近
隣
店
舗
も
出
店
下
さ
り
、

加
え
て
今
年
は
、
地
元
西
高
校

商
業
科
の
学
生
に
よ
る
販
売
実

習
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
恒
例
の
寶
生
倶
楽
部
の
吹
奏

楽
演
奏
会
に
も
、
西
高
校
の
吹

奏
楽
部
が
参
加
。
プ
ロ
の
ボ
サ

ノ
ヴ
ァ
奏
者
の
コ
ン
サ
ー
ト
も

実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
大
神
様
よ
り
奇
し
き
天
降
を

授
け
て
頂
き
、
境
内
賑
々
し
く
、

後
片
付
け
に
至
る
ま
で
無
事
に

終
了
致
し
ま
し
た
。 

　
雨
の
中
、
又
暑
さ
厳
し
い
中
、

諸
準
備
、
ご
奉
仕
頂
き
ま
し
た

総
代
様
始
め
役
員
、
有
志
の
皆

様
に
深
く
感
謝
致
し
ま
す
と
共

に
、
来
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
致
し

ま
す
。 

　
只
今
は
、
令
和
元
年
度
の
立

教
記
念
大
祭
が
皆
様
と
共
に
、

御
奉
仕
出
来
得
ま
し
た
事
、
心

よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
殊
に
西
播
、
養
老
各
教
会
長

様
、
御
家
族
、
支
部
教
信
徒
の

皆
様
、
又
、
大
阪
本
部
教
信
徒

の
皆
様
、
道
の
長
手
も
一
筋
に

ご
参
拝
さ
れ
る
誠
心
に
、
大
神

様
も
必
ず
や
お
応
え
下
さ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

　
本
日
の
大
祭
の
奉
納
神
楽
は

「
あ
さ
み
ど
り
」。
舞
人
は
新
宅

の
倭
子
さ
ん
と
、
柴
垣
参
事
の

ご
長
女
、
敬
美
さ
ん
の
お
二
人
。

衣
装
も
夏
ら
し
く
、
舞
い
姿
も

爽
や
か
に
、
雅
や
か
に
舞
わ
れ
、

奉
納
下
さ
い
ま
し
た
。 

　
扨
、
先
程
は
斎
主
祝
詞
で
、

「
我
が
日
本
国
は
神
の
創
り
給

う
国
な
れ
ば
、
天
祖
中
心
祖
先

の
御
教
と
身
太
気
神
自
の
御
教

を
根
本
と
定
め
、
宜
し
く
御
神

霊
の
有
在
を
体
得
な
さ
し
め
、

世
の
人
々
を
普
く
広
く
救
い
導

き
、
教
信
徒
等
の
自
家
成
立
繁

栄
と
国
家
安
泰
、
皇
室
安
寧
に

尽
く
し
奉
る
べ
し
」 

と
奏
上
し
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
寶
生
教
は
、
明
治

四
十
五
年
七
月
三
十
日
、
明
治

天
皇
崩
御
と
同
時
に
、
御
教
祖

の
お
身
体
に
元
無
極
体
天
御
中

主
国
常
立
之
尊
産
土
之
大
御
神

が
天
降
ら
れ
、
麻
の
布
の
様
に

入
り
乱
れ
る
人
心
を
再
び
正
し

い
方
向
に
導
き
、
国
を
守
り
、

皇
室
を
扶
け
、
人
民
を
神
の
力

で
救
え
と
い
う
御
神
勅
を
受
け

ら
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。 

　
先
日
、
参
議
院
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
ね
。
投
票
率
は
全
国

で
四
十
八
％
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

立
法
を
司
り
、
更
に
衆
議
院
の

監
督
を
司
る
国
会
議
員
を
決
め

る
選
挙
の
投
票
に
、
選
挙
権
を

持
つ
国
民
の
半
数
以
下
し
か
投

票
し
な
い
状
況
を
皆
様
も
情
け

な
く
思
い
ま
せ
ん
か
。 

　
こ
れ
が
よ
く
言
わ
れ
る
「
平

和
ボ
ケ
日
本
」
の
象
徴
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。 

　
扨
、
安
倍
首
相
は
憲
法
改
正

に
意
欲
を
燃
や
し
て
お
ら
れ
る

様
で
す
が
、
何
故
、
今
憲
法
改

正
が
必
要
な
の
か
、
今
一
度
皆

様
と
確
認
致
し
ま
し
ょ
う
。 

　
北
欧
の
„
ウ
ク
ラ
イ
ナ
“
と

い
う
国
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
寒
く
厳
し
い

土
地
柄
。
し
か
し
、
こ
の
国
は

大
変
に
肥
沃
な
土
地
を
持
ち
、

紀
元
前
十
一
世
紀
頃
に
は
人
が

定
住
し
、
農
耕
と
牧
畜
を
営
ん

で
い
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
後
、
紀
元
前
八
世
紀
頃
、

こ
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
一
帯
を
支
配

し
た
の
は
「
ス
キ
タ
イ
人
」
と

呼
ば
れ
る
人
々
で
す
。
そ
の
ス

キ
タ
イ
人
の
国
も
、
や
が
て
亡

び
、
八
世
紀
頃
「
キ
エ
フ
大
公

国（
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
）」
と
い

う
広
大
な
国
家
が
出
現
し
ま
す
。 

　
こ
の
キ
エ
フ
大
公
国
こ
そ
、

今
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
基
盤
で
す
。

で
す
か
ら
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
首

都
が
キ
エ
フ
と
名
付
け
ら
れ
て

い
る
の
で
す
。 

　
こ
の
キ
エ
フ
大
公
国
の
正
式

名
称
は
「
ル
ー
シ
」
と
呼
ば
れ
、

そ
の
王
族
は
「
ル
ー
シ
族
」
と

い
う
人
々
で
、
そ
の
起
源
は
、 

教
　
会
　
行
　
事 

九
月
　
一
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
八
日（
日
）　
御
本
宮
月
並
祭
　
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
九
日（
月
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
十
一
日（
水
）　
宝
生
会
（
花
屋
敷
Ｇ
Ｃ
） 

　
　
十
五
日（
日
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
前
十
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
に
し
恋
マ
ル
シ
ェ 

　
　
十
六
日（
祝
）　
養
老
教
会
修
行
日 

　
　
二
一
日（
土
）　
米
子
地
区
敬
和
会 

　
　
二
三
日（
祝
）　
秋
之
祖
先
霊
大
祭
　
　
午
後
一
時
半 

　
　
二
五
日（
水
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
二
九
日（
日
）　
西
播
教
会
修
行
日 

十
月
　
一
日（
火
）　
月
　
並
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 

　
　
　
六
日（
日
）　
御
本
宮
秋
之
大
祭
　
　
午
前
十
一
時
半 

　
　
　
　
　
　
　
　
御
本
宮
遙
拝
式
　
　
　
午
前
九
時 

　
　
　
八
日（
火
）　
修
行
日
　
　
　
午
前
十
一
時
、
午
後
七
時 

　
　
　
九
日（
水
）　
修
　
行
　
　
　
　
　
　
午
前
十
一
時 

　
　
　
　
　
　
　
　
教
　
祖
　
祭
　
　
　
　
午
後
七
時 



（３） ９月号 ほ　　う　　せ　　い ９月号  （２） ほ　　う　　せ　　い （４８７号） （４８７号） 

御
本
宮
　
月
並
祭
　
　
　
毎
月
第
一
日
曜
日
　
午
前
十
一
時
半
よ
り 

令和元年９月１日 令和元年９月１日 

直会、西播教会長様の乾杯発声に始まり、 
養老教会長様の万歳三唱でお開き。 

立
教
記
念
大
祭
、 

　
晴
れ
や
か
に
一
同
拝
礼
。 

自
国
は
自
身
で
守
る
気
概
を
。 

ご教話  

教祖祭  
（８月９日） 

北
欧
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
だ
っ
た
の

で
す
。 

　
こ
の
北
欧
の
キ
エ
フ
大
公
国

は
貿
易
の
要
衝
で
、
一
大
経
済

国
と
し
て
発
展
し
て
い
く
の
で

す
が
、
十
三
世
紀
、
北
欧
を
含

む
東
部
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
受
難
の

時
代
が
や
っ
て
き
ま
す
。 

　
モ
ン
ゴ
ル
の
来
襲
で
す
。
一

二
四
〇
年
、
内
紛
の
絶
え
な
か

っ
た
キ
エ
フ
大
公
国
は
モ
ン
ゴ

ル
に
亡
ぼ
さ
れ
、
以
後
二
百
年
、

モ
ン
ゴ
ル
民
族
の
支
配
を
受
け

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
、
十
四
世
紀
頃
か
ら

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ

ア
の
支
配
下
に
、
そ
の
後
ロ
シ

ア
の
支
配
下
に
置
か
れ
ま
す
。 

　
何
世
紀
に
も
亘
っ
て
他
国
の

支
配
を
受
け
る
と
い
う
歴
史
を

持
つ
国
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い

う
国
な
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
そ
の
様
な
長
い
支

配
下
に
あ
っ
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
人
々
は
自
分
達
の
文
化
、

言
語
を
守
り
抜
い
た
こ
と
は
驚

く
べ
き
事
で
す
。 

　
様
々
な
国
が
、
入
れ
替
わ
り

立
ち
替
わ
り
支
配
欲
を
見
せ
る

こ
の
土
地
は
、
貿
易
の
要
衝
と

し
て
、
国
家
戦
略
上
非
常
に
重

要
な
土
地
で
あ
る
と
云
え
る
で

し
ょ
う
。 

　
近
代
、
一
七
九
五
年
以
降
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
大
国
「
ロ
シ

ア
＝
モ
ス
ク
ワ
大
公
国
」
の
支

配
を
受
け
、
そ
の
後
も
ソ
連
の

構
成
国
と
し
て
支
配
下
に
置
か

れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
九
九
一

年
、
よ
う
や
く
ソ
連
か
ら
独
立

し
た
後
、
国
内
に
は
様
々
な
問

題
を
抱
え
な
が
ら
、
共
和
制
を

現
在
も
維
持
し
て
い
る
国
な
の

で
す
。 

　
し
か
し
、
二
〇
一
四
年
、
今

か
ら
ほ
ん
の
五
年
前
、
悲
劇
は

再
び
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
ま
で
の
、
親
ロ
シ
ア
政

権
が
崩
壊
し
、
ロ
シ
ア
と
距
離

を
置
こ
う
と
い
う
政
権
が
で
き

る
と
、
ロ
シ
ア
は
躊
躇
無
く
ウ

ク
ラ
イ
ナ
に
武
力
侵
攻
し
た
の

で
す
。 

　
当
時
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
日

本
に
留
学
し
て
い
た
、
ナ
ザ
レ

ン
コ
・
ア
ン
ド
リ
ー
氏
（
二
十

四
歳
）は
、
自
分
の
故
郷
の
町

が
ロ
シ
ア
に
近
い
左
派
テ
ロ
リ

ス
ト
に
支
配
さ
れ
、
内
戦
に
よ

っ
て
多
く
の
子
供
を
含
む
住
民

が
そ
の
戦
闘
で
命
を
落
と
し
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
、
身
を
震

わ
せ
な
が
ら
聞
い
た
そ
う
で
す
。 

　
一
九
九
一
年
、
ソ
連
か
ら
独

立
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
当
時

核
兵
器
と
百
万
人
規
模
の
軍
隊

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
し
か
し
、
費
用
が
掛
か
り
、

隣
国
に
警
戒
さ
れ
る
と
い
う
理

由
で
、
核
兵
器
を
す
べ
て
譲
り
、

軍
隊
を
二
十
万
人
に
縮
小
し
ま

し
た
。 

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
も
、
ロ

シ
ア
を
含
め
た
周
り
の
国
か
ら

侵
略
を
受
け
る
こ
と
な
ど
無
い

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
そ
う
で

す
。
前
出
の
ア
ン
ド
リ
ー
氏
は
、

侵
略
な
ど
起
き
な
い
と
思
わ
せ

る
の
も
、
今
振
り
返
れ
ば
敵
の

戦
略
の
一
つ
だ
っ
た
と
述
べ
て

い
ま
す
。 

　
更
に
ア
ン
ド
リ
ー
氏
は
、
自

分
の
故
郷
の
町
で
続
く
、
政
府

と
侵
略
者
と
の
戦
闘
を
目
の
当

た
り
に
し
て
、
日
本
人
に
次
の

よ
う
に
警
告
を
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。 

　「
日
本
の
自
称
平
和
主
義
者

を
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
前
線
に
連

れ
て
行
き
た
い
。 

　
戦
火
で
燃
え
尽
き
た
村
の
廃

墟
、
ミ
サ
イ
ル
が
落
ち
て
く
る

中
で
地
下
に
隠
れ
る
子
供
達
、

戦
没
者
の
墓
を
見
せ
て
聞
き
た

い
、『
こ
れ
が
貴
方
達
の
望
む

日
本
の
将
来
か
？
』
と
。 

　
い
つ
の
時
代
も
、
ど
こ
の
国

で
も
、
軍
事
力
と
い
う
抑
止
力

が
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
平
和
は

維
持
で
き
る
。 

　
自
分
達
の
身
は
、
自
分
達
で

守
る
。
そ
の
基
本
が
出
来
て
い

れ
ば
こ
そ
、「
八
紘
一
宇
」
の

日
本
の
建
国
精
神
が
生
き
て
く

る
の
で
し
ょ
う
。 

　
ど
う
ぞ
、
御
教
祖
の
遺
さ
れ

た
教
え
を
実
践
し
、
日
々
頂
く

大
神
様
の
御
守
護
に
報
い
る
た

め
に
も
、
又
神
の
創
り
給
う
た

緑
し
た
た
る
美
し
い
日
本
国
を

守
る
た
め
に
も
、
互
い
に
信
仰

の
輪
を
広
げ
て
参
り
ま
し
ょ
う
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
大

祭
斎
行
に
あ
た
り
、
総
代
様
始

め
役
員
の
皆
様
に
は
、
数
日
来

ご
奉
仕
賜
り
、
又
有
志
の
皆
様

よ
り
直
会
福
当
た
り
賞
品
を
多

数
お
供
え
頂
き
、
誠
に
有
難
う

御
座
居
ま
す
。 

　
突
然
で
す
が
、
皆
様
は
「
夏

の
風
物
詩
」
と
い
え
ば
、
何
を

思
い
浮
か
べ
る
で
し
ょ
う
か
。 

　
海
に
行
っ
た
り
、
ス
イ
カ
を

食
べ
た
り
、
又
高
校
野
球
観
戦

を
し
た
り
。 

　
様
々
な
夏
の
過
ご
し
方
が
お

あ
り
か
と
存
じ
ま
す
が
、
私
共

日
本
人
に
取
り
ま
し
て
、
夏
、

特
に
八
月
は
、
特
集
号
も
よ
く

あ
り
ま
す
よ
う
に
、
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
、
終
戦
の
月
で
ご
ざ

い
ま
す
。 

　
八
月
六
日
は
広
島
に
、
今
日

九
日
は
長
崎
に
そ
れ
ぞ
れ
原
爆

が
投
下
さ
れ
た
日
で
あ
り
ま
す

し
、
来
た
る
十
五
日
は
申
し
上

げ
る
ま
で
も
無
く
、
終
戦
の
日

で
あ
り
ま
す
。 

　
ニ
ュ
ー
ス
等
で
は
、
盛
ん
に

戦
争
の
悲
惨
さ
を
後
世
に
伝
え

ま
し
ょ
う
、
又
大
変
な
辛
い
体

験
を
語
り
継
ぎ
ま
し
ょ
う
、
と

い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

　
し
か
し
、
同
じ
悲
劇
を
繰
り

返
さ
な
い
た
め
に
は
、
一
体
何

が
必
要
な
の
か
、
我
々
は
日
本

人
と
し
て
、
ど
の
様
な
心
持
ち

で
日
々
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
と
い
う
旨
の
報
道

は
残
念
な
が
ら
あ
ま
り
見
な
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。 

　
扨
、
今
日
の
お
話
は
、
平
成

二
十
三
年
、
今
か
ら
八
年
前
の

お
話
で
す
。 

　
当
時
、
日
本
の
首
相
は
小
泉

純
一
郎
氏
。
小
泉
元
首
相
は
、

首
相
と
し
て
靖
国
神
社
に
参
拝

も
さ
れ
、
大
変
長
い
間
首
相
を

務
め
ら
れ
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
三
年
八
月
十
五
日
、

こ
の
日
は
、
東
京
に
鎮
座
す
る

靖
国
神
社
の
例
大
祭
の
日
で
あ

り
ま
す
。
靖
国
神
社
に
祀
ら
れ

る
護
国
の
英
霊
を
ご
慰
霊
申
し

上
げ
る
、
大
切
な
例
大
祭
で
す
。 

　
こ
の
年
の
例
大
祭
に
参
拝
さ

れ
、
あ
る
言
葉
を
残
さ
れ
た
方

が
居
ら
れ
ま
す
。
小
野
田
寛
郎

氏
と
い
う
方
で
す
。 

　
小
野
田
氏
は
、
大
東
亜
戦
争

で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ル
パ
ン
グ
島

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
や
が
て

終
戦
を
迎
え
ま
す
が
、
小
野
田

氏
の
耳
に
終
戦
の
報
告
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と
終
戦
後

三
十
年
間
、
そ
の
島
で
ジ
ャ
ン

グ
ル
に
籠
も
っ
て
日
本
の
た
め

に
任
務
を
遂
行
さ
れ
た
の
で
す
。 

　
そ
の
後
日
本
に
帰
還
し
、
平

成
二
十
六
年
、
九
十
一
歳
で
お

亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
三
年
前
の
八
月
十
五
日
、
最

後
の
参
拝
と
な
っ
た
靖
国
神
社

の
例
大
祭
で
、
次
の
言
葉
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

　「
黙
っ
て
靖
国
神
社
に
お
参

り
を
し
て
頂
き
た
い
、
と
常
々

私
は
様
々
な
席
で
、
又
様
々
な

会
合
で
皆
様
に
お
願
い
を
し
て

参
り
ま
し
た
。 

　
小
泉
首
相
は
、
命
を
か
け
て

衆
議
院
を
解
散
さ
れ
た
。
そ
し

て
ご
自
身
は
、
八
月
十
五
日
に

必
ず
靖
国
へ
参
拝
す
る
と
約
束

を
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
日
、
何
故
命
を
か
け
て
参
拝

を
実
現
し
な
か
っ
た
の
か
、
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。 

　
私
は
首
相
を
け
な
し
た
い
訳

で
は
な
い
の
で
す
。
し
か
し
、

一
国
の
首
相
た
る
者
が
靖
国
神

社
に
祀
ら
れ
て
い
る
英
霊
に
対

し
て
『
心
な
ら
ず
も
』
と
い
う

言
葉
を
掛
け
た
こ
と
に
、
大
変

驚
い
て
い
る
の
で
す
。」 

　
小
泉
元
首
相
は
当
時
、「
心

な
ら
ず
も
」
戦
地
に
赴
き
、
命

を
落
と
し
た
方
々
、
と
靖
国
神

社
に
祀
ら
れ
る
英
霊
を
表
現
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
発
言
に
対
し
、

小
野
田
氏
は
驚
き
を
感
じ
得
た

の
で
す
。 

　
小
野
田
氏
も
戦
争
を
体
験
さ

れ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
い
う
激
戦

地
で
大
変
な
思
い
を
し
て
、
終

戦
を
知
ら
さ
れ
ず
に
、
終
戦
後

三
十
年
間
、
た
っ
た
一
人
で
戦

っ
て
い
た
方
で
す
。 

　
終
戦
後
、
十
五
年
経
っ
て
も

消
息
不
明
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、

日
本
政
府
は
、
戦
争
中
に
亡
く

な
ら
れ
た
と
判
断
し
、
生
き
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
靖
国

神
社
に
祀
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。 

　
そ
の
後
、
昭
和
四
十
九
年
三

月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
発
見
さ
れ
、

終
戦
を
知
ら
さ
れ
、
日
本
に
帰

還
さ
れ
た
方
な
の
で
す
。 

　
小
野
田
氏
は
小
泉
元
首
相
の

発
言
に
対
し
、 

「
果
た
し
て
私
達
は
、
あ
の
戦

争
で
『
心
な
ら
ず
も
』
命
を
散

ら
せ
た
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。 

　
当
時
の
私
も
含
め
、
戦
友
達

は
、
今
、
国
の
為
に
我
々
が
戦

わ
な
け
れ
ば
誰
が
戦
う
の
か
、

と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
力
一
杯

笑
っ
て
死
地
へ
赴
い
た
の
で
す
。 

　
そ
れ
が
何
故
、
同
情
の
『
心

な
ら
ず
も
』
と
い
う
言
葉
を
掛

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
誇
り
を
持
っ
て
死
ん
で
い
っ

た
人
達
に
、
何
故
、
只
黙
っ
て

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』

と
感
謝
の
言
葉
を
掛
け
ら
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
東
京
裁
判
な
ど
本
当
の
裁
判

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ａ
級
戦
犯

な
ど
と
い
う
も
の
は
、
敵
国
が

占
領
中
に
つ
け
た
名
前
で
あ
っ

て
、
決
し
て
我
々
日
本
人
が
認

め
る
も
の
で
は
無
い
の
で
す
。 

　
も
う
一
つ
皆
さ
ん
に
申
し
上

げ
た
い
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

物
事
に
は
、
終
わ
り
が
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
始
ま
り
が
あ
る
、

と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。」 

　
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
で
有

名
な
「
終
戦
の
詔
書
」
は
、
テ

レ
ビ
等
で
目
に
、
耳
に
致
し
ま

す
。
実
は
「
開
戦
の
詔
書
」
と

い
う
も
の
も
あ
っ
た
の
で
す
。 

　
小
野
田
氏
は
、 

「
よ
く
、
あ
の
大
東
亜
戦
争
は

何
の
た
め
の
戦
争
だ
っ
た
の
か

と
聞
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
陛
下

の
仰
ら
れ
た
と
お
り
、
自
存
自

衛
、
又
西
洋
に
よ
る
ア
ジ
ア
の

植
民
地
化
か
ら
の
開
放
に
他
な

ら
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
そ
の
こ
と
は
、
陛
下
の
『
開

戦
の
詔
書
』
に
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
当
時
の
多
く
の
日
本

人
達
が
、
自
分
た
ち
の
意
思
で

こ
の
国
の
為
に
命
を
賭
け
て
戦

っ
た
と
い
う
真
実
を
、
ど
う
ぞ

皆
さ
ん
、
お
忘
れ
に
な
ら
な
い

で
下
さ
い
。」 

と
い
う
言
葉
を
残
し
て
お
ら
れ

ま
す
。 

　
こ
の
様
な
事
実
は
、
殊
に
若

者
に
取
り
ま
し
て
は
、
な
か
な

か
知
り
得
な
い
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
こ
の
様
な
お
話
も
大
切

に
思
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。 

　
何
故
な
ら
、
私
達
の
神
道
は

命
の
繋
が
り
を
非
常
に
大
事
に

致
し
ま
す
。
例
え
ば
、
何
故
、

ご
祖
先
を
神
様
と
同
じ
様
に
、

大
切
に
お
祀
り
す
る
の
か
。
そ

れ
は
、
ご
祖
先
が
お
ら
れ
な
け

れ
ば
、
私
達
も
存
在
し
な
い
か

ら
な
の
で
す
。 

　
そ
の
ご
祖
先
を
大
切
に
し
、

次
の
世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と

こ
そ
、
神
道
の
考
え
方
で
あ
り
、

祖
先
祀
り
こ
そ
、
神
道
の
真
髄

で
あ
る
と
い
え
る
の
で
す
。 

　
扨
、
現
在
日
本
に
は
、
日
本

国
憲
法
が
ご
ざ
い
ま
す
。
安
倍

首
相
は
、
是
非
こ
の
憲
法
を
改

正
し
た
い
と
意
欲
を
燃
や
し
て

お
ら
れ
ま
す
。 

　
先
日
行
わ
れ
た
参
議
院
選
挙

で
は
、
自
民
党
を
は
じ
め
と
す

る
改
憲
勢
力
が
、
全
体
の
三
分

の
二
に
、
四
議
席
足
り
な
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
八
月

七
日
の
産
経
新
聞
の
「
正
論
」

で
、
哲
学
者
で
も
あ
り
、
日
本

会
議
と
い
う
保
守
系
団
体
の
代

表
役
員
も
務
め
て
お
ら
れ
る
、

埼
玉
大
学
名
誉
教
授
の
長
谷
川

三
千
子
先
生
が
寄
稿
し
て
お
ら

れ
ま
す
の
で
紹
介
致
し
ま
す
。 

　「
今
回
の
参
議
院
選
挙
の
結

果
、
参
院
全
体
で
、
い
わ
ゆ
る

改
憲
勢
力
が
三
分
の
二
を
下
回

る
こ
と
に
な
り
、
安
倍
晋
三
首

相
も
自
民
党
案
に
と
ら
わ
れ
ず

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
提

案
な
さ
っ
た
。 

　
こ
れ
は
大
変
に
良
い
こ
と
な

の
で
す
。
実
は
憲
法
九
条
の
改

正
に
つ
い
て
の
自
民
党
案
は
、

万
全
と
は
言
え
な
い
も
の
だ
っ

た
か
ら
で
す
。」 

　
こ
こ
で
言
う
自
民
党
案
と
は
、

九
条
の
二
項
を
そ
の
ま
ま
残
し

て
、
自
衛
隊
を
明
文
化
し
て
、

自
衛
隊
の
存
在
を
憲
法
で
謳
う
、

と
い
う
も
の
な
の
で
す
。 

　「
そ
れ
で
は
何
故
、
そ
の
自

民
党
案
が
万
全
で
な
か
っ
た
の

か
。
一
番
重
要
な
の
は
、
九
条

二
項
が
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
取

り
残
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
。 

　
九
条
二
項
は
、
も
し
そ
れ
を

文
言
通
り
遵
守
し
た
ら
、
我
が

国
の
主
権
を
完
全
に
手
放
し
て

し
ま
う
こ
と
に
な
る
と
い
う
、

恐
ろ
し
い
条
文
を
含
ん
で
い
た

の
で
す
。 

　
国
家
の
主
権
の
な
い
所
に
近

代
成
文
憲
法
は
存
立
す
る
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
九
条
二
項
は
、

日
本
国
憲
法
に
と
っ
て
の
自
殺

条
項
と
な
る
も
の
な
の
で
す
。 

　
主
権
と
は
元
々
『
最
高
の
力
』

を
意
味
す
る
ラ
テ
ン
語
を
翻
訳

し
た
言
葉
で
、
国
内
的
に
申
し

上
げ
る
と
、
例
え
ば
、
政
治
の

決
定
権
の
在
り
処
と
い
う
意
味

に
な
り
ま
す
し
、
対
外
的
に
は
、

そ
の
国
の
独
立
と
領
土
保
全
の

権
限
を
意
味
す
る
の
で
す
。 

　
こ
れ
ら
二
つ
の
意
味
は
、
ま

る
で
別
物
の
よ
う
に
し
て
扱
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

言
葉
の
成
り
立
ち
と
し
て
も
、

事
柄
そ
の
も
の
と
し
て
も
、
同

じ
一
つ
の
繋
が
り
の
も
の
に
他

な
り
ま
せ
ん
。 

　
即
ち
、
国
家
の
主
権
が
奪
わ

れ
て
、
独
立
が
失
わ
れ
た
状
態

に
あ
っ
て
は
、
そ
の
国
の
政
治

決
定
権
は
国
内
の
誰
の
手
中
に

も
な
い
の
で
す
。 

　
そ
の
主
権
を
守
る
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
の
は
、
言
う
ま
で

も
な
く
物
理
的
な
力
、
そ
う
、

軍
事
力
な
の
で
す
。 

　
ど
ん
な
に
経
済
的
な
力
が
あ

っ
て
も
、
軍
事
力
が
ゼ
ロ
で
は

国
家
の
主
権
を
保
つ
こ
と
は
出

来
ま
せ
ん
。 

　
更
に
は
、
軍
事
力
の
大
小
に

か
か
わ
ら
ず
、
国
民
に
そ
の
国

の
主
権
を
保
つ
気
概
が
な
け
れ

ば
、
主
権
は
維
持
す
る
こ
と
が

出
来
な
い
の
で
す
。 

　
日
本
が
ア
メ
リ
カ
軍
の
侵
攻

に
よ
っ
て
軍
隊
の
解
体
を
受
け
、

完
全
な
主
権
喪
失
状
態
と
な
っ

た
の
は
、
七
十
四
年
前
の
こ
と

で
す
。 

　
そ
の
後
、
形
式
上
は
主
権
が

回
復
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

主
権
放
棄
の
、
こ
の
九
条
二
項

は
そ
の
ま
ま
に
残
っ
て
い
る
の

で
す
。 

　
こ
こ
で
は
戦
力
が
ゼ
ロ
と
規

定
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
い

の
で
す
。
国
の
交
戦
権
す
ら
否

認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
に
言
う
交
戦
権
は
、
国

際
法
に
定
め
ら
れ
た
個
々
の
細 

お
　
の
　
だ
ひ
ろ
お 

は
　
せ
が
わ 

み
　
ち
　
こ 
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